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過安息香酸を用い、酸化剤添加後 5 分後にレーザー出力約 70mW、励起波長 785nm でラマン測定を行
った。ヒト皮膚 3 次元モデル(MatTek 社製)には、ヒト正常表皮角化細胞再構築モデル(EPI)と、表皮角
化細胞・メラニン細胞で構成された再構築モデル(MEL)を用いた。皮膚モデルの表皮層下に不飽和脂肪
酸であるリノール酸をマイクロシリンジで約 10µL 導入した後、UVA(365nm)405mJ/cm2、UVB(302nm) 
42mJ/cm2 を照射した。3 日間 37℃5％CO2 環境下で培養した後、レーザー出力約 85mW、 励起波長









=C-H のバンド強度が減少し、O-O のバンド強度が増加していた。一方で、皮膚モデル EPI に導入した
リノール酸のラマンスペクトル結果では、MEL での結果よりも=C-H のバンド強度が減少し、O-O のバ
ンド強度が増加していた。これにより、皮膚モデルによってリノール酸の酸化が促進された可能性が示
唆され、EPI に導入したリノール酸では MEL に導入する場合より酸化されている可能性が示唆された。
また、UVA、UVB を照射した際において、MEL に導入したリノール酸では C=C のバンド強度が増加
していたので、紫外線照射によって皮膚モデル内のリノール酸の C=C の共役化が促進された可能性が示
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